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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 「東久留⽶歴史散歩（五） 浄牧院 ⼤⾨町1-3-4」

浄牧院は曹洞宗の寺院で⻄武池袋線東久留⽶駅から徒歩五分程の所にあります。浄牧院は江⼾時代に旗本

であった神⾕家、鈴⽊家の墓があることで知られています。寺伝によれば、室町時代の⾜利将軍義政の時代の⽂

安元年（1444）に安祝（あんしゅく）によって開基され、開祖は崇芝性岱（すうしせいだい）禅師です。安祝は

当時、この地を治めていた守護代⼭内上杉⽒の重⾂、⼤⽯⽒の家⾂であったとされています。⼤⽯⽒は上杉家の

家⽼職でしたが、⼗四世紀中頃から⼊間、多摩⼀帯に進出し勢⼒を拡⼤しました。浄北院は末寺を六つ持つほど

のお寺で広⼤な⼟地を所有していました。

墓が残る神⾕家は三河以来の徳川家の直⾂で天正⼗九年（1591）に神⾕与七郎清正に南沢村の⼆百⽯

の知⾏地が与えられました。その後、清正は先⼿鉄砲頭になり⽯⾼も最後には千五百⽯の旗本になりました。⼦の

清房は⼆千⽯の旗本になり槍奉⾏や旗奉⾏を務めました。寺には清正はじめ九代の当主や清正の正室およびその

⽗榊原伊⾖守の墓⽯が並んでいます。写真でもわかりますが、武家墓所の景観がよく保たれています。また、鈴⽊

家も三河からの旗本でしたが、くわしいことはわかっていません。⼆代の当主鈴⽊久兵衛重⻑、重政と重⻑の妻の墓

が並んでいます。彼ら旗本たちの⽣活はどんなものだったのでしょうか。

江⼾時代に将軍の直属家⾂である⼤名・旗本・御家⼈のう

ち旗本は知⾏⾼⼀万⽯以下で将軍に謁⾒できる格式の⼈た

ちでした。

旗本には徳川家の三河以来の旧⾂、今川、武⽥、後北条

⽒などの戦国⼤名の旧⾂、⼤名や旗本の⼦弟で本家から知

⾏地を分け与えられた⼈、同じく⼤名や旗本の⼦弟で新規に

召し出された⼈からなっていました。旗本の⼈数はおおよそ五

千⼈（御家⼈⼀万⼋千⼈）といわれ、江⼾時代を通じてこ

の⼈数であったとされています。戦国時代から江⼾時代のはじ

めには、城に城主が住み城下に家⾂が住んでいましたが、江

⼾中期以後の太平の時代になると、武⼠は警護の務めより

も、むしろ⾏政が中⼼の仕事になりました。戦のなくなったこの頃になると旗本の財政は窮乏していったようです。

これは元禄のころから旗本の多くが江⼾に住むようになったか

らだとされています。もともと武⼠は⽶の⽯⾼で成り⽴っており、

⾃分の知⾏地の⽶を幕府におさめ、その中から⾷いぶちの⽶を

受け取り換⾦して必要なものを購⼊していました。

旗本の仕事が将軍の警護や⾏政になると、江⼾に住むことが求められ⼀定の⽯⾼の⽶の⽀給になってゆきまし

た。知⾏地がなくなり、不慣れな江⼾⽣活と貨幣経済に巻き込まれて旗本の⽣活は次第に窮乏化していったようで

す。

これをみると、旗本といえども⽣活は楽なものではなかった。繁栄した江⼾⽂化の中で質素な暮らしを求められまし

た。

浄牧院には、神⾕家、鈴⽊家の墓所の他にも⾒る価値のあるものがたくさんあります。⼆代⽬禅師⼤空⽞⻁が名

著「碧巖⼤空抄」を著述したと伝わる⼟窟後や⼩⽥原北条⽒の北条⽒照（⼋王⼦城主）の正室が⼩⽥原合

戦に敗れて浄牧院で⾃害したとされ、その墓も残されています。また、枯れ⼭⽔の庭や五百羅漢も⾒ることができ壮

観な景⾊です。奥の本堂には徳川家康始め歴代の将軍の位牌や浄牧院創設時の三代の禅師の像も安置されて

います。

浄牧院に残る神⾕家、鈴⽊家の旗本であった⼈たちは、どんな⽣活をしていたのでしょうか。淨牧院を訪ねてそれ

らを思いうかべながら、その他の史跡を⾒るのもよいかもしれない。

参考⽂献「東久留⽶の江⼾時代」（東久留⽶教育委員会）

【市⺠記者 浅⽻芳久】
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